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10月17日（水）、長門市立三隅保育園にて、年中、年長の園児さん約50名を対象に、
長門市三隅赤十字奉仕団（竹林敏子委員長）協力のもと、園児向け防災教材「ぼうさい
まちがいさがし『きけんはっけん！』」を活用した講習を行いました。

県内初！長門市立三隅保育園にて園児向け防災講習を開催

まずは一般的な街の様子を提示し、災害
にはどんなものがあるのか、災害が起
こったら町にどんな被害が起こるのかを
考えてもらいました。園児たちからは
「雨！」「地震！」「橋がくずれる！」
「建物がこわれる！」等たくさんの答え
が挙がりました。

続いて、教室のイラストを見せて、「地
震が起こった時の危険なところ」を問い
かけると、園児たちは、「本が落ちてく
る！」「ドアが壊れる！」等様々な発見
をしました。ひと通り意見が出尽くした
後は、答えを示し、発見できなかった箇
所も確認し合いました。

最後に、「危険なもの（倒れてくる、落ち
てくる、動いてくる）から離れる」、「頭
や体を守る」ことが自分の身を守るために
大切であることを伝え、更に避難する際に
は「お」「は」「し」「も」（押さない・
走らない・喋らない・戻らない）」が大事
で、絶対に「先生の言う事を聞く」ことを
園児のみなさんと約束をしました。

【参加した長門市三隅赤十字奉仕団員からの感想】
「子どもたちが危ないところや机の下に隠れることを自分らで考え、発表していた
のは驚いた。」「災害に備えて、今日体験したことを忘れないで生活して欲しい。」

みなさんの地域の保育園・幼稚園でもぜひ実施するようお声かけ下さい！



平成30年度赤十字奉仕団中堅団員研修会を開催！

10月16日（火）カリエンテ山口にて、県内各奉仕団から各地域のリーダー

または今後その役が期待される約70名の中堅団員が参加して行われました。

はじめに支部指導講師から、赤十字の起源
となったイタリア統一戦争、赤十字マーク
の意味について、日赤の現在の活動や青少
年赤十字等をお話し頂きました。

大雨に際し、自分や家族の命を守るためにどの

ような準備・行動が必要かを時系列ごとに考え

ました。それぞれのグループに設定した被災条

件を基に、活発に意見交換をし、午後からは、

ワークショップの続きとして被災場所を自身の

地域に移し、「地域奉仕団として災害時にでき

ること」をテーマに話し合いました。

その後、「平成30年７月西日本豪雨災害」に対

する日赤県支部の対応の報告、続いて、県内の

被災地で炊き出しを行った周防大島町赤十字奉

仕団中元みどり委員長から事例発表がありまし

た。浮島の災害ボランティアにふるまったカ

レー、女性だからこそできる支援方法について

熱い思いをお話しいただきました。

周防大島町赤十字奉仕団
平成30年7月西日本豪雨災害炊き出し報告

赤十字シンボルツリーのイトスギは
県内の青少年赤十字加盟校に植樹しています！

大雨防災ワークショップ
経験したことのない大雨その時どうする？

平成30年8月4日（土）実際の炊き出し様子



県内のふるさとまつりで赤十字をPRしました！

10月21日（日）、周南市鹿野のコアプラザ
かのにて開催された、かのふるさとまつり
の周南市鹿野赤十字奉仕団（有國美恵子委
員長）出店ブースとともに、救援物資と日
赤の災害救護活動パネル展示を実施。奉仕
団は不用品の「もったいないバザー」を行
い、バザーの収益金等を平成30年7月西日
本豪雨災害義援金（山口県向け）として、
日赤県支部に寄託いただきました。

10月21日（日）、長門市三隅の三隅公民館
駐車場にて開催された、みすみふるさとま
つりに赤十字ブースを出展。日赤の災害救
護活動の紹介とともに、長門市三隅赤十字
奉仕団（竹林敏子委員長）主導のもと、会
場内で活動資金の募金を実施。数多くの方
から日赤県支部の活動資金として多くご寄
付いただきました。本当にありがとうござ
いました。

身近なものを使った応急手当（止血方法）

避難所で役立つ技術（リラクゼーション）避難所で役立つ技術（毛布ガウン）

午後からの実技研修では、2グループに分か

れて、バンダナや大判ハンカチ、ストッキン

グ、レジ袋等を活用した応急手当、毛布ガウ

ンや風呂敷リュック、リラクゼーション等の

避難所で役立つ技術を実施。参加者同士みん

なでワイワイ、楽しく実習を行いました♪

皆さんの地域の行事・イベントにも
ぜひ日赤をお呼び下さい！

また会に先立ち、山口県連合婦人会様から、県内の婦人会で会員を中心に募った
「平成30年7月大雨災害義援金」100万3,900円をご寄託いただきました。
お預かりした義援金は、全額被災地へ送金いたします。ありがとうございました。


